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【 調査の概要：対象・時期・方法 】
(1) 調査対象：20 歳以上80 歳未満の日本人個人
（（1935 年～1994 年生まれ））
(1) 計画標本サイズ1000名
(2) 標本抽出：住民基本台帳からの系統抽出法
(3) 調査期間：2015 年 3月初旬～2015年 3 月下旬
(4) 調査委託業者：株式会社サーベイリサーチセンター
【 主な結果：地方への移住政策に対する尾鷲市民の意識動向 】
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尾鷲市住民意識調査 回収結果一覧
宛先不明
戻り
拒否
1,000 578 8 6 6 57.8% 583 584
謝礼送付数について（「B」+「C」-２件）
B；回収数　578件の内、整理番号切り取りにより対象者特定ができず、謝礼送付せず（１件）。
C；白票　8件の内訳は、「本人不在の旨の記述あり　7件」、「拒否意向　1件」であり、
　「拒否意向」に対しては謝礼送付せず（１件）
督促はがき
発送数
謝礼
発送数
A；発送数 B；回収数
※C除く
C；白票 D；調査不能 回収率
B/A
1 2
新しい移住者を歓迎し、積極的に受け入れる .885 -.186
相手とじっくりつき合っていこうとする .832 .002
積極的にこの地域に関連する情報などを教えてあげる .818 .034
積極的にこちらから相手のことを知ろうとする .775 .157
その人が馴染めるようにほかの人にも呼びかける .772 .117
相手の気持ちを考えて色々と話しかける .749 .020
相手に露骨でない程度に気をつかう .740 -.179
その人のいろいろな面を知ろうとする .730 .207
その人が今までの地域の人々とは異質でも、当然として受け入れる .604 -.183
どんな人かということをすぐに判断しようとする -.033 .729
今までのこの地域の人間関係が壊されないか心配する -.015 .689
自分と考えが合わない人なら避けたいと思う -.207 .524
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表３: 新参者に対する態度から読み取れる開放性（2因子） 表５: 地域への転入、来訪する人に対する意見（外国人）
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日本の地方都市がかかわる課題
人口減少＋過疎化
多くの自治体：移住者確保への取組
（例：移住説明会、PR、住宅・就労支援の補助金制度等）
移住が定住につながるファクターを究明
↓
地方都市における地域の活性化
移住者と移住先の地域住民との調和，コミュニテ
ィーの形成・構築の重要（大橋ら2011等）
→ 地方移住への促進には、移住者を受け入れ
る地域住民の意識や態度を確かめる必要
× 地方移住に関する
地域住民への意識調査
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